
IPv4 および IPv6 コマンド

ここでは、CiscoASR9000シリーズルータでブロードバンドネットワークゲートウェイ（BNG）
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ipv4 mtu
インターフェイスで送信される IPv4パケットの最大伝送単位（MTU）サイズを設定するには、適
切なコンフィギュレーションモードで ipv4 mtuコマンドを使用します。デフォルトのMTUサイ
ズに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv4 mtu bytes

no ipv4 mtu

___________________
構文の説明

バイト単位のMTU。範囲は、IPv4パケットで 68～ 65535バイトです。イン
ターフェイスで設定できる最大MTUサイズは、インターフェイスメディアに
より異なります。

bytes

___________________
コマンドデフォルト MTUサイズが、インターフェイスで送信される IPv4パケットに設定されていない場合、そのイ

ンターフェイスは、レイヤ 2 MTUからMTUを取得します。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーションモード

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、BNGのダイナミックテンプレートコンフィ
ギュレーションモードでサポートされました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータは、インターフェイスに設定されているMTUサイズを超えているすべての IPv4パケット
をフラグメントします。

インターフェイスで設定できる最大MTUサイズは、インターフェイスメディアにより異なりま
す。レイヤ 2 MTUがレイヤ 3 MTUより小さい場合、Cisco IOS XRソフトウェアは、レイヤ 3
MTUにレイヤ 2 MTU値を使用します。逆に、レイヤ 3 MTUがレイヤ 2 MTUより小さい場合、
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ソフトウェアは、レイヤ 3 MTU値を使用します。つまり、Cisco IOS XRソフトウェアは、MTU
の 2つの値のうち小さい方を使用します。

物理メディアのすべてのデバイスは、同じプロトコルMTUを使用しなければなりません。

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで dynamic-templateコマンドを実行します。

MTU値を変更すると（mtuインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用）、
IPv4 MTU値に影響を与えます。現在の IPv4 MTU値が、MTU値と同じ場合、MTU値を変更
すると、IPv4 MTU値は、新しいMTUに合わせて自動的に修正されます。ただし、この逆の
作用はなく、IPv4 MTU値を変更しても、mtuコマンドの値には影響しません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeipv4

read, writenetwork

read, writeconfig-services

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/1/0の最大 IPv4パケットサイズを 300バイトに設定す

る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet0/1/1/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 mtu 300

次に、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv4パケットの最大サイズ
を 300バイトに設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-dynamic-template-type)# ipv4 mtu 300

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPv4に設定されているインターフェイスのMTU
ステータスを表示します。

show ipv4 interface, （17ページ）
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ipv4 unnumbered（point-to-point）
明示的な IPv4アドレスをポイントツーポイントインターフェイスに割り当てることなく、そのイ
ンターフェイスでの IPv4処理をイネーブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで
ipv4 unnumberedコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

ipv4 unnumbered interface-type interface-instance

no ipv4 unnumbered interface-type interface-instance

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用します。

interface-type

次に示す、物理インターフェイスインスタンスまたは仮想インターフェイスイ

ンスタンスのいずれかです。

•物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portで
す。値の間に表記の一部としてスラッシュが必要です。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番
号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール
（PLIM）は、常に 0です。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上に管理イーサネットインターフェイ

スがある場合、物理スロット番号は英数字（RSP0）で、モジュー
ルはCPU0です。例：インターフェイスMgmtEth0/RSP0 /CPU0/0。

（注）

•仮想インターフェイスインスタンス。数字の範囲は、インターフェイス
タイプによって異なります。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参照
してください。

interface-instance

___________________
コマンドデフォルト ポイントツーポイントインターフェイスでの IPv4処理は、IPv4アドレスがそのインターフェイ

スに明示的に割り当てられない限りディセーブルです。
___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーションモード
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ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、BNGのダイナミックテンプレートコンフィ
ギュレーションモードでサポートされました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで dynamic-templateコマンドを実行します。

unnumberedインターフェイスがパケットを生成する場合（たとえば、ルーティングアップデート
のため）、必ず、IPv4パケットの送信元アドレスとして指定されているインターフェイスのアド
レスが使用されます。また、unnumberedインターフェイスを介してアップデートを送信するルー
ティングプロセスを判別する場合、指定されたインターフェイスの IPv4アドレスが使用されま
す。制約事項は次のとおりです。

•インターフェイスがアドレスを持たないため、インターフェイスがアップ状態かどうかを判
断するために ping EXECコマンドは使用できません。簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）は、インターフェイスステータスのリモート監視に使用できます。

interface-typeおよび interface-number引数で指定されたインターフェイスは、イネーブルにされて
いる必要があります（show interfacesコマンド出力に「up」と表示）。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeipv4

read, writenetwork

read, writeconfig-services

___________________
例 次の例では、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/1/0にループバックインターフェイスアドレス

5が割り当てられます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface loopback 5
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 192.168.6.6 255.255.255.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/1/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 unnumbered loopback 5

次の例では、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードでBundle-Etherインター
フェイスにアドレス 100.10が割り当てられます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-dynamic-template-type)# ipv4 unnumbered Bundle-Ether100.10
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ipv4 unreachables disable
IPv4インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）到達不能メッセージの生成をディセー
ブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで ipv4 unreachables disableコマンドを
使用します。 ICMP到達不能メッセージの生成を再びイネーブルにするには、このコマンドの no
形式を使用します。

ipv4 unreachables disable

no ipv4 unreachables disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト IPv4 ICMP到達不能メッセージが生成されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーションモード

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、BNGのダイナミックテンプレートコンフィ
ギュレーションモードでサポートされました。

リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ソフトウェアが、それ自体を宛先とした、認識しないプロトコルを使用する非ブロードキャスト

パケットを受信した場合、その送信元に ICMPプロトコル到達不能メッセージを送信します。

宛先アドレスまでのルートが不明なため最終的な宛先に配信できないデータグラムを受信した場

合、ソフトウェアはそのデータグラムの発信者に ICMPホスト到達不能メッセージで応答します。

このコマンドは、多くの ICMP到達不能メッセージに影響を与えます。

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで dynamic-templateコマンドを実行します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeipv4

read, writenetwork

read, writeconfig-services

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/1/0で ICMP到達不能メッセージの生成をディセーブ

ルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet0/1/1/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 unreachables disable

次に、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで ICMP到達不能メッセージの
生成をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# dynamic-template type ppp foo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-dynamic-template-type)# ipv4 unreachables disable
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ipv4 verify unicast source reachable-via
IPv4ユニキャストリバースパス転送（RPF）チェックをイネーブルにするには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで ipv4 verify unicast source reachable-viaコマンドを使用します。ユニキャ
スト RPFをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv4 verify unicast source reachable-via {any| rx} [allow-default] [allow-self-ping]

no ipv4 verify unicast source reachable-via {any| rx} [allow-default] [allow-self-ping]

___________________
構文の説明

ルーズユニキャスト RPFチェックをイネーブルにします。ルーズユニキャス
ト RPFがイネーブルの場合、パケットは、その送信元プレフィックスがルー
ティングテーブルに存在しない限り転送されません。

any

ストリクトユニキャスト RPFチェックをイネーブルにします。ストリクトユ
ニキャスト RPFがイネーブルの場合、パケットは、その送信元プレフィックス
がルーティングテーブルに存在し、出力インターフェイスがパケットの受信イ

ンターフェイスと一致しない限り転送されません。

rx

（任意）デフォルトルートのマッチングをイネーブルにします。このオプショ

ンは、ルーズおよびストリクトの両方の RPFに適用されます。
allow-default

（任意）ルータによるインターフェイスの PINGをイネーブルにします。この
オプションは、ルーズおよびストリクトの両方の RPFに適用されます。

allow-self-ping

___________________
コマンドデフォルト IPv4ユニキャスト RPFはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーションモード

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、BNGのダイナミックテンプレートコンフィ
ギュレーションモードでサポートされました。

リリース 4.2.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できないと考えられる場合、AAA管理者に連絡してください。

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで dynamic-templateコマンドを実行します。

ルータを通過する変形または偽造（スプーフィング）された IP送信元アドレスによって発生する
問題を減少させるには、ipv4 verify unicast source reachable-viaインターフェイスコマンドを使用
します。変形または偽造（スプーフィング）されたソースアドレスは、ソース IPアドレスのス
プーフィングに基づいたサービス拒絶（DoS）攻撃を示すことができます。

ストリクトユニキャストRPFがインターフェイスでイネーブルの場合、ルータは、そのインター
フェイスで受信されるすべてのパケットを検証します。ルータは、送信元アドレスがルーティン

グテーブルにあり、パケットが受信されるインターフェイスと一致するか確認します。

ルーズユニキャストRPFがインターフェイスでイネーブルの場合、ルータは、そのインターフェ
イスで受信されるすべてのパケットを検証します。ルータは、送信元アドレスが任意のルータイ

ンターフェイスを介して送信できるか確認します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeipv4

read, writenetwork

read, writeconfig-services

___________________
例 次に、gigabitethernetインターフェイス 0/1/0/0でストリクト RPFを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 verify unicast source reachable-via rx

次に、gigabitethernetインターフェイス 0/0/0/1でルーズ RPFを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:routerios(config)# interface gigabitethernet 0/0/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:routerios(config-if)# ipv4 verify unicast source reachable-via any

次に、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードでストリクト RPFを設定する
例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# dynamic-template type ppp p1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-dynamic-template-type)# ipv4 verify unicast source reachable-via
rx
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ipv6 enable
明示的な IPv6アドレスが設定されていないインターフェイス上で IPv6処理をイネーブルにする
には、適切なコンフィギュレーションモードで ipv6 enableコマンドを使用します。明示的な IPv6
アドレスでまだ設定されていないインターフェイスで IPv6処理をディセーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

ipv6 enable

no ipv6 enable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト IPv6はディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、BNGのダイナミックテンプレートコンフィ
ギュレーションモードでサポートされました。

リリース 4.3.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ipv6 enableコマンドは、インターフェイスの IPv6リンクローカルユニキャストアドレスを自動
的に設定し、そのインターフェイスでの IPv6処理をイネーブルにします。 no ipv6 enableコマン
ドを使用しても、明示的な IPv6アドレスが設定されているインターフェイスでの IPv6処理はディ
セーブルになりません。

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで dynamic-templateコマンドを実行します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲートウェイ
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeipv6

read, writenetwork

read, writeconfig-services

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/1/0での IPv6処理をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/1/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv6 enable

次に、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6処理をイネーブルにす
る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# dynamic-template type ppp foo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv6 enable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPv6向けに設定されたインターフェイスの使用
状況を表示します。

show ipv6 interface, （24ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲート
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ipv6 mtu
インターフェイスで送信される IPv6パケットの最大伝送単位（MTU）サイズを設定するには、適
切なコンフィギュレーションモードで ipv6 mtuコマンドを使用します。デフォルトのMTUサイ
ズに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 mtu bytes

no ipv6 mtu

___________________
構文の説明

バイト単位のMTU。範囲は、IPv6パケットで 1280～ 65535バイトです。イン
ターフェイスで設定できる最大MTUサイズは、インターフェイスメディアによ
り異なります。

bytes

___________________
コマンドデフォルト MTUサイズが、インターフェイスで送信される IPv6パケットに設定されていない場合、そのイ

ンターフェイスは、レイヤ 2 MTUからMTUを取得します。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、BNGのダイナミックテンプレートコンフィ
ギュレーションモードでサポートされました。

リリース 4.3.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IPv6パケットが、インターフェイスで設定されているMTUを超える場合、パケットの発信元ルー
タだけがこれをフラグメントできます。

インターフェイスで設定できる最大MTUサイズは、インターフェイスメディアにより異なりま
す。レイヤ 2 MTUがレイヤ 3 MTUより小さい場合、Cisco IOS XRソフトウェアは、レイヤ 3
MTUにレイヤ 2 MTU値を使用します。逆に、レイヤ 3 MTUがレイヤ 2 MTUより小さい場合、
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ソフトウェアは、レイヤ 3 MTU値を使用します。つまり、Cisco IOS XRソフトウェアは、MTU
の 2つの値のうち小さい方を使用します。

物理メディアのすべてのデバイスは、同じプロトコルMTUを使用しなければなりません。

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで dynamic-templateコマンドを実行します。

MTU値を変更すると（mtuインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用）、
IPv6 MTU値に影響を与えます。現在の IPv6 MTU値が、MTU値と同じ場合、MTU値を変更
すると、IPv6 MTU値は、新しいMTUに合わせて自動的に修正されます。ただし、この逆の
作用はなく、IPv6 MTU値と変更しても、mtuコマンドの値には影響しません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeipv6

read, writenetwork

read, writeconfig-services

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/1/0の最大 IPv6パケットサイズを 1350バイトに設定

する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet0/1/1/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv6 mtu 1350

次に、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで IPv6パケットの最大サイズ
を 1350バイトに設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# dynamic-template type ppp foo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-dynamic-template-type)# ipv6 mtu 1350

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPv6向けに設定されたインターフェイスの使用
状況を表示します。

show ipv6 interface, （24ページ）
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ipv6 unreachables disable
IPv6インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）到達不能メッセージの生成をディセー
ブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで ipv6 unreachables disableコマンドを
使用します。 ICMP到達不能メッセージの生成を再びイネーブルにするには、このコマンドの no
形式を使用します。

ipv6 unreachables disable

no ipv6 unreachables disable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト IPv6 ICMP到達不能メッセージが生成されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーションモード

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが、BNGのダイナミックテンプレートコンフィ
ギュレーションモードでサポートされました。

リリース 4.3.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ソフトウェアが、それ自体を宛先とした、認識しないプロトコルを使用する非ブロードキャスト

パケットを受信した場合、その送信元に ICMPプロトコル到達不能メッセージを送信します。

宛先アドレスまでのルートが不明なため最終的な宛先に配信できないデータグラムを受信した場

合、ソフトウェアはそのデータグラムの発信者に ICMPホスト到達不能メッセージで応答します。

このコマンドは、多くの ICMP到達不能メッセージに影響を与えます。

ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで dynamic-templateコマンドを実行します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲートウェイ
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeipv6

read, writenetwork

read, writeconfig-services

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/6/0/0で ICMP到達不能メッセージの生成をディセーブ

ルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/6/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv6 unreachables disable

次に、ダイナミックテンプレートコンフィギュレーションモードで ICMP到達不能メッセージの
生成をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# dynamic-template type ppp foo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-dynamic-template-type)# ipv6 unreachables disable

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲート
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show ipv4 interface
IPv4に設定されたインターフェイスの使用可能性ステータスを表示するには、EXECモードで
show ipv4 interfaceコマンドを使用します。

show ipv4 [vrf vrf-name] interface [type interface-path-id| brief| summary]

___________________
構文の説明

（任意）VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンス情報を表示しま
す。

vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用してください。

type

次に示す、物理インターフェイスインスタンスまたは仮想インターフェイスイ

ンスタンスのいずれかです。

•物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portで
す。値の間に表記の一部としてスラッシュが必要です。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番
号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール
（PLIM）は、常に 0です。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上に管理イーサネットインターフェイ

スがある場合、物理スロット番号は英数字（RSP0）で、モジュー
ルは CPU0です。例：インターフェイスMgmtEth0/RSP0
/CPU0/0。

（注）

•仮想インターフェイスインスタンス。数字の範囲は、インターフェイス
タイプによって異なります。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参
照してください。

interface-path-id

（任意）ルータのインターフェイス、およびそのプロトコルとラインステート

で設定されているプライマリ IPv4アドレスを表示します。
brief
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（任意）ルータの割り当て済み、未割り当てまたはunnumberedのインターフェ
イス数。

summary

___________________
コマンドデフォルト VRFが指定されない場合、デフォルトの VRFが表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが BNGでサポートされました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipv4 interfaceコマンドの出力は、IPv4に固有である点を除き、show ipv6 interfaceコマンド
の出力と似ています。

インターフェイスの名前は、名前がVRFインスタンスに属する場合だけ表示されます。 vrf-name
が指定されない場合、インターフェイスインスタンスは、インターフェイスがデフォルトVRFに
属する場合だけ表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readipv4

readnetwork

___________________
例 これは、show ipv4 interfaceコマンドの出力例です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipv4 interface

Loopback0 is Up, line protocol is Up
Internet address is 10

.0.0.1/8

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲート
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Secondary address 10.0.0.2
/8
MTU is 1514 (1514 is available to IP)
Multicast reserved groups joined: 10.0.0.1
Directed broadcast forwarding is disabled
Outgoing access list is not set
Inbound access list is not set
Proxy ARP is enabled
ICMP redirects are always sent
ICMP unreachables are always sent

gigabitethernet0
/0/0/0 is Up, line protocol is Up
Internet address is 10.25.58.1/16
MTU is 1514 (1500 is available to IP)
Multicast reserved groups joined: 10

.0.224

.1
Directed broadcast forwarding is disabled
Outgoing access list is not set
Inbound access list is not set
Proxy ARP is enabled
ICMP redirects are always sent
ICMP unreachables are always sent

gigabitethernet0
/0/0/0 is Shutdown, line protocol is Down
Vrf is default (vrfid 0x60000000)
Internet protocol processing disabled

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 1：show ipv4 interface コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスハードウェアが使用可能な場

合、インターフェイスには「Up」マークが付け
られます。インターフェイスが使用可能になる

には、インターフェイスハードウェアと回線プ

ロトコルの両方がアップ状態になければなりま

せん。

Loopback0 is Up

インターフェイスが、双方向通信を提供できる

場合、回線プロトコルには「UP」マークが付け
られます。インターフェイスが使用可能になる

には、インターフェイスハードウェアと回線プ

ロトコルの両方がアップ状態になければなりま

せん。

line protocol is Up

インターフェイスの IPv4インターネットアド
レスおよびサブネットマスク。

Internet address

セカンダリアドレス（設定されている場合）を

表示します。

Secondary address

インターフェイスに設定されている IPv4 MTU
値を表示します。1

MTU
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説明フィールド

このインターフェイスが属するマルチキャスト

グループを示します。

Multicast reserved groups joined

ダイレクトブロードキャスト転送がイネーブル

またはディセーブルかを示します。

Directed broadcast forwarding

インターフェイスに発信アクセスリストが設定

されているかどうかを示します。

Outgoing access list

インターフェイスに着信アクセスリストが設定

されているかどうかを示します。

Inbound access list

インターフェイスでプロキシ ARPがイネーブ
ルまたはディセーブルのいずれになっているか

を示します。2

Proxy ARP

ICMPv4リダイレクトがこのインターフェイス
に送信されるかどうかを指定します。3

ICMP redirects

このインターフェイスで到達不能メッセージが

送信されるかどうかを指定します。

ICMP unreachables

インターフェイスで IPv4アドレスが設定され
ていないことを示します。

Internet protocol processing disabled

1 MTU =最大伝送単位
2 ARP =アドレス解決プロトコル
3 ICMPv4 =インターネット制御メッセージプロトコルバージョン 4

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPv6向けに設定されたインターフェイスの使用
状況を表示します。

show ipv6 interface, （24ページ）
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show ipv4 traffic
IPv4トラフィックの統計情報を表示するには、EXECモードで show ipv4 trafficコマンドを使用し
ます。

show ipv4 traffic [brief]

___________________
構文の説明

（任意）IPv4およびインターネット制御メッセージプロトコルバージョン 4
（ICMPv4）トラフィックだけを表示します。

brief

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが BNGでサポートされました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipv4 trafficコマンドの出力は、IPv4に固有である点を除き、show ipv6 trafficコマンドの出
力と似ています。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readipv4

readnetwork

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲートウェイ
コマンドリファレンスリリース 4.3.x    

   OL-28446-01-J 21

IPv4 および IPv6 コマンド
show ipv4 traffic



___________________
例 これは、show ipv4 trafficコマンドの出力例です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipv4 traffic

IP statistics:
Rcvd: 16372 total, 16372 local destination

0 format errors, 0 bad hop count
0 unknown protocol, 0 not a gateway
0 security failures, 0 bad source, 0 bad header
0 with options, 0 bad, 0 unknown

Opts: 0 end, 0 nop, 0 basic security, 0 extended security
0 strict source rt, 0 loose source rt, 0 record rt
0 stream ID, 0 timestamp, 0 alert, 0 cipso

Frags: 0 reassembled, 0 timeouts, 0 couldn't reassemble
0 fragmented, 0 fragment count

Bcast: 0 sent, 0 received
Mcast: 0 sent, 0 received
Drop: 0 encapsulation failed, 0 no route, 0 too big, 0 sanity address check
Sent: 16372 total

ICMP statistics:
Sent: 0 admin unreachable, 0 network unreachable

0 host unreachable, 0 protocol unreachable
0 port unreachable, 0 fragment unreachable
0 time to live exceeded, 0 reassembly ttl exceeded
5 echo request, 0 echo reply
0 mask request, 0 mask reply
0 parameter error, 0 redirects
5 total

Rcvd: 0 admin unreachable, 0 network unreachable
2 host unreachable, 0 protocol unreachable
0 port unreachable, 0 fragment unreachable
0 time to live exceeded, 0 reassembly ttl exceeded
0 echo request, 5 echo reply
0 mask request, 0 mask reply
0 redirect, 0 parameter error
0 source quench, 0 timestamp, 0 timestamp reply
0 router advertisement, 0 router solicitation
7 total, 0 checksum errors, 0 unknown

UDP statistics:
16365 packets input, 16367 packets output
0 checksum errors, 0 no port
0 forwarded broadcasts

TCP statistics:
0 packets input, 0 packets output
0 checksum errors, 0 no port

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 2：show ipv4 traffic コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

TTLフィールドがゼロに減少されたためパケッ
トが廃棄されるときに発生します。4

bad hop count

通常、ルータにARP要求エントリがないため、
データグラムを送信しなかったことを示しま

す。

encapsulation failed
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説明フィールド

不可能なインターネットヘッダー長など、パ

ケットフォーマットでの大きな間違いを示しま

す。

format errors

ソフトウェアプレーンで受信されるローカル宛

先およびその他のパケットの合計数を示しま

す。ハードウェアで転送または廃棄される IP
パケットは考慮されません。

IP statistics Rcvd total

Cisco IOS XRソフトウェアが送信方法を認識し
ていなかったデータグラムを廃棄するときにカ

ウントされます。

no route

4 TTL =存続可能時間

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPv6トラフィックに関する統計情報を表示しま
す。

show ipv6 traffic, （36ページ）
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show ipv6 interface
IPv6に設定されたインターフェイスの使用可能性ステータスを表示するには、EXECモードで
show ipv6 interfaceコマンドを使用します。

show ipv6 [vrf vrf-name] interface [type interface-path-id| brief| summary]

___________________
構文の説明

（任意）VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンス情報を表示しま
す。

vrf

（任意）VRFの名前。vrf-name

（任意）インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用してください。

type

（任意）次のような物理インターフェイスのインスタンスまたは仮想インター

フェイスのインスタンスです。

•物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portで
す。値の間に表記の一部としてスラッシュが必要です。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番
号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール
（PLIM）は、常に 0です。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上に管理イーサネットインターフェイ

スがある場合、物理スロット番号は英数字（RSP0）で、モジュー
ルは CPU0です。例：インターフェイスMgmtEth0/RSP0
/CPU0/0。

（注）

•仮想インターフェイスインスタンス。数字の範囲は、インターフェイス
タイプによって異なります。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参
照してください。

interface-path-id

（任意）ルータインターフェイス、およびそのプロトコルとラインステートで

設定されているプライマリ IPv6アドレスを表示します。
brief
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（任意）ルータの割り当て済み、未割り当てまたはunnumberedのインターフェ
イス数。

summary

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが BNGでサポートされました。リリース 4.3.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipv6 interfaceコマンドの出力は、IPv6に固有である点を除き、show ipv4 interfaceコマンド
の出力と似ています。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readipv6

___________________
例 これは、show ipv6 interfaceコマンドの出力例です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipv6 interface

GigabitEthernet0/2/0/0 is Up, line protocol is Up, Vrfid is default (0x60000000)
IPv6 is enabled, link-local address is fe80::212:daff:fe62:c150
Global unicast address(es):
202::1, subnet is 202::/64

Joined group address(es): ff02::1:ff00:1 ff02::1:ff62:c150 ff02::2
ff02::1

MTU is 1514 (1500 is available to IPv6)
ICMP redirects are disabled
ICMP unreachables are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts 1
ND reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲートウェイ
コマンドリファレンスリリース 4.3.x    

   OL-28446-01-J 25

IPv4 および IPv6 コマンド
show ipv6 interface



ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds
Hosts use stateless autoconfig for addresses.
Outgoing access list is not set
Inbound access list is not set

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 3：show ipv6 interface コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスハードウェアが現在アクティ

ブかどうか（回線信号が存在するかどうか）、

およびそれが管理者によりダウン状態にされて

いるかどうかを示します。インターフェイス

ハードウェアが使用可能な場合、インターフェ

イスには「Up」マークが付けられます。イン
ターフェイスが使用可能になるには、インター

フェイスハードウェアと回線プロトコルの両方

がアップ状態になければなりません。

GigabitEthernet0 /3/0/0 is Shutdown, line protocol is
Down

回線プロトコルを扱うソフトウェアプロセスが

回線を使用可能と見なしているかどうか（つま

り、キープアライブが成功しているかどうか）

を示します。インターフェイスが、双方向通信

を提供できる場合、回線プロトコルには「UP」
マークが付けられます。インターフェイスが使

用可能になるには、インターフェイスハード

ウェアと回線プロトコルの両方がアップ状態に

なければなりません。

line protocol is Up (or down)

IPv6がインターフェイスでイネーブル、ストー
ルまたはディセーブルかを示します。 IPv6が
イネーブルの場合、インターフェイスには

「enabled」マークが付けられます。重複アドレ
ス検出処理がインターフェイスのリンクローカ

ルアドレスを重複アドレスと識別した場合、

IPv6パケットは、そのインターフェイスでディ
セーブルであり、インターフェイスには

「stalled」マークが付けられます。IPv6がイネー
ブルでない場合、インターフェイスには

「disabled」マークが付けられます。

IPv6 is enabled, stalled, disabled (stalled and disabled
are not shown in sample output)

インターフェイスに割り当てられているリンク

ローカルアドレスを表示します。

link-local address
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説明フィールド

重複アドレス検出に関連するアドレスの状態。

状態は次のいずれかです。

• duplicate：アドレスが一意ではなく、使用
されていません。重複アドレスが、イン

ターフェイスのリンクローカルアドレス

の場合、IPv6パケットの処理は、そのイン
ターフェイスでディセーブルになります。

• tentative：重複アドレス検出が、このイン
ターフェイスで保留中か実行中です。

アドレスがこれらのいずれの状態で

もない（アドレスの状態がブランク）

場合、アドレスは一意で、使用中で

す。

（注）

TENTATIVE

インターフェイスに割り当てられているグロー

バルユニキャストアドレスを表示します。

Global unicast addresses

インターフェイスでのインターネット制御メッ

セージプロトコル（ICMP）IPv6リダイレクト
メッセージの状態（メッセージの送信かイネー

ブルかディセーブルか）。

ICMP redirects

インターフェイスでの重複アドレス検出の状態

（イネーブルまたはディスーブル）。

ND DAD

重複アドレス検出が実行されているときに、イ

ンターフェイスで送信されるネイバー送信要求

メッセージの連続数。

number of DAD attempts

このインターフェイスに割り当てられているネ

イバー探索到達可能時間（ミリ秒）を表示しま

す。

ND reachable time

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPv4用に設定されたインターフェイスの使用可
能性ステータスを表示します。

show ipv4 interface, （17ページ）
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show ipv6 neighbors
IPv6ネイバー探索キャッシュ情報を表示するには、EXECモードで show ipv6 neighborsコマンド
を使用します。

show ipv6 neighbors [type interface-path-id| location node-id]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライン
ヘルプ機能を使用してください。

type

（任意）次のような物理インターフェイスのインスタンスまたは仮想インター

フェイスのインスタンスです。

•物理インターフェイスインスタンス。名前表記は rack/slot/module/portで
す。値の間に表記の一部としてスラッシュが必要です。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：モジュラサービスカードまたはラインカードの物理スロット番
号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール
（PLIM）は、常に 0です。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

ルートプロセッサカード上に管理イーサネットインターフェイ

スがある場合、物理スロット番号は英数字（RSP0）で、モジュー
ルはCPU0です。例：インターフェイスMgmtEth0/RSP0 /CPU0/0。

（注）

•仮想インターフェイスインスタンス。数字の範囲は、インターフェイスタ
イプによって異なります。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参照
してください。

interface-path-id

（任意）ノードを指定します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力し
ます。

location
node-id

___________________
コマンドデフォルト すべての IPv6ネイバー探索キャッシュ情報が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが BNGでサポートされました。リリース 4.3.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

interface-typeおよび interface-number引数が指定されていない場合、すべての IPv6隣接のキャッ
シュ情報が表示されます。 interface-typeおよび interface-number引数を指定すると、指定してイン
ターフェイスのキャッシュ情報だけが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readipv6

___________________
例 次に、インターフェイスタイプおよび番号を指定して入力された show ipv6 neighborsコマンドの

出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipv6 neighbors
gigabitethernet

0/0/0/0

IPv6 Address Age Link-layer Addr State Interface
2000:0:0:4::2 0 0003.a0d6.141e REACH gigabitethernet2

FE80::203:A0FF:FED6:141E 0 0003.a0d6.141e REACH gigabitethernet2

3001:1::45a - 0002.7d1a.9472 REACH gigabitethernet2

次に、IPv6アドレスを指定して入力された show ipv6 neighborsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipv6 neighbors 2000:0:0:4::2

IPv6 Address Age Link-layer Addr State Interface
2000:0:0:4::2 0 0003.a0d6.141e REACH gigabitethernet2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。
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表 4：show ipv6 neighbors コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

隣接またはインターフェイスの IPv6アドレス。IPv6 Address

アドレスが到達可能と確認されてから経過した

時間（分）。ハイフン（-）はスタティックエ
ントリを示します。

Age

MACアドレス。アドレスが不明の場合、ハイ
フン（-）が表示されます。

Link-layer Addr
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説明フィールド

State
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説明フィールド

隣接キャッシュエントリの状態。次に、IPv6
ネイバー探索キャッシュのダイナミックエント

リの状態を示します。

• INCMP (incomplete)：アドレス解決がエン
トリで実行中です。ネイバー送信要求メッ

セージがターゲットの送信要求ノードマ

ルチキャストアドレスに送信されました

が、対応するネイバーアドバタイズメン

トメッセージが受信されていません。

• reach (reachable)：隣接への転送パスが正し
く機能していたことを示す確認が、最後の

ReachableTimeミリ秒内に受信されました。
reach状態の場合、デバイスは、パケット
送信時に特別な処理を行いません。

• stale：転送パスが正しく機能していたこと
を示す確認が最後に受信されてから経過し

た時間が、ReachableTimeミリ秒を超えて
います。 stale状態にある場合、デバイス
は、パケットが送信されるまで処理は行い

ません。

• delay：転送パスが正しく機能していたこ
とを示す確認が最後に受信されてから経過

した時間が、ReachableTimeミリ秒を超え
ています。パケットは直近の

DELAY_FIRST_PROBE_TIME秒以内に送
信されました。到達可能性確認が、delay
状態になってから

DELAY_FIRST_PROBE_TIME秒以内に受
信されない場合、ネイバー送信要求メッ

セージを送信して、状態を probeに変更し
ます。

• probe：到達可能性確認が受信されるまで、
RetransTimerミリ秒ごとに、ネイバー送信
要求メッセージを再送信することで、到達

可能性確認が積極的に求められます。

次に、IPv6ネイバー探索キャッシュのスタ
ティックエントリの可能な状態を示します。

• INCMP (incomplete)：このエントリのイン
ターフェイスはダウン状態です。
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説明フィールド

reach (reachable)：このエントリのインター
フェイスはアップ状態です。

•

到達可能性検出は、IPv6ネイバー探
索キャッシュのスタティックエント

リには適用されません。そのため、

INCMP (incomplete)および reach
(reachable)状態の説明は、ダイナミッ
クおよびスタティックキャッシュエ

ントリで異なります。

（注）

アドレスに到達可能であったインターフェイ

ス。

Interface

___________________
関連コマンド

説明コマンド

近隣エントリのサマリー情報を表示します。show ipv6 neighbors summary, （34ページ）
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show ipv6 neighbors summary
ネイバーエントリのサマリー情報を表示するには、EXECモードで show ipv6 neighbors summary
コマンドを使用します。

show ipv6 neighbors summary

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は、disabledです。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが BNGでサポートされました。リリース 4.3.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readipv6

___________________
例 この show ipv6 neighbors summaryコマンドの出力例では、ネイバーエントリのサマリー情報が

表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipv6 neighbors summary

Mcast nbr entries:
Subtotal: 0

Static nbr entries:
Subtotal: 0
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Dynamic nbr entries:
Subtotal: 0

Total nbr entries: 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPv6ネイバー探索キャッシュ情報を表示しま
す。

show ipv6 neighbors, （28ページ）
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show ipv6 traffic
IPv6トラフィックの統計情報を表示するには、EXECモードで show trafficコマンドを使用しま
す。

show ipv6 traffic [brief]

___________________
構文の説明

（任意）IPv6およびインターネット制御メッセージプロトコルバージョン 6
（ICMPv6）トラフィック統計情報だけを表示します。

brief

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

このコマンドが BNGでサポートされました。リリース 4.3.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipv6 trafficコマンドの出力は、IPv6に固有である点を除き、show ipv4 trafficコマンドの出
力と似ています。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readipv6

readnetwork
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___________________
例 これは、show ipv6 trafficコマンドの出力例です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipv6 traffic

IPv6 statistics:
Rcvd: 0 total, 0 local destination

0 source-routed, 0 truncated
0 format errors, 0 hop count exceeded
0 bad header, 0 unknown option, 0 bad source
0 unknown protocol
0 fragments, 0 total reassembled
0 reassembly timeouts, 0 reassembly failures
0 reassembly max drop
0 sanity address check drops

Sent: 0 generated, 0 forwarded
0 fragmented into 0 fragments, 0 failed
0 no route, 0 too big

Mcast: 0 received, 0 sent

ICMP statistics:
Rcvd: 0 input, 0 checksum errors, 0 too short

0 unknown error type
unreach: 0 routing, 0 admin, 0 neighbor,

0 address, 0 port, 0 unknown
parameter: 0 error, 0 header, 0 option,

0 unknown
0 hopcount expired, 0 reassembly timeout,
0 unknown timeout, 0 too big,
0 echo request, 0 echo reply

Sent: 0 output, 0 rate-limited
unreach: 0 routing, 0 admin, 0 neighbor,

0 address, 0 port, 0 unknown
parameter: 0 error, 0 header, 0 option

0 unknown
0 hopcount expired, 0 reassembly timeout,
0 unknown timeout, 0 too big,
0 echo request, 0 echo reply

Neighbor Discovery ICMP statistics:
Rcvd: 0 router solicit, 0 router advert, 0 redirect

0 neighbor solicit, 0 neighbor advert
Sent: 0 router solicit, 0 router advert, 0 redirect

0 neighbor solicit, 0 neighbor advert

UDP statistics:
0 packets input, 0 checksum errors
0 length errors, 0 no port, 0 dropped
0 packets output

TCP statistics:s
0 packets input, 0 checksum errors, 0 dropped
0 packets output, 0 retransmitted

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 5：show ipv6 traffic コマンドのフィールドの説明

説明フィールド

この項の統計情報は、ルータにより受信された

パケットについての情報です。

Rcvd:
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説明フィールド

ソフトウェアにより受信されたパケットの合計

数。

total

ローカルに送信され、ソフトウェアにより受信

されたパケットの合計数。

local destination

RHでソフトウェアにより参照されるパケット。source-routed

ソフトウェアにより参照される、切り捨てられ

たパケット。

truncated

通常の HBH、RH、DHまたは HAでエラーが
検出されました。ソフトウェア限定。

bad header

IPv6ヘッダーの不明なオプションタイプ。unknown option

受信されたパケットの IPヘッダーで指定され
ているプロトコルが到達不能です。

unknown protocol

この項の統計情報は、ルータにより送信された

パケットについての情報です。

Sent:

ソフトウェアにより送信されたパケット。パ

ケットが最初のルックアップで転送できない場

合（たとえば、パケットでオプション処理が必

要な場合）、ソフトウェアにより転送された場

合でも、パケットはこのカウントに含まれませ

ん。

forwarded

マルチキャストパケット。Mcast:

インターネット制御メッセージプロトコルの統

計情報。

ICMP statistics:

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPv4トラフィックに関する統計情報を表示しま
す。

show ipv4 traffic, （21ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲート
ウェイコマンドリファレンスリリース 4.3.x

38 OL-28446-01-J  

IPv4 および IPv6 コマンド
show ipv6 traffic


	IPv4 および IPv6 コマンド
	ipv4 mtu
	ipv4 unnumbered（point-to-point）
	ipv4 unreachables disable
	ipv4 verify unicast source reachable-via
	ipv6 enable
	ipv6 mtu
	ipv6 unreachables disable
	show ipv4 interface
	show ipv4 traffic
	show ipv6 interface
	show ipv6 neighbors
	show ipv6 neighbors summary
	show ipv6 traffic


